
 

平成 22 年 8 月 13 日 

各位 

                           会 社 名 株式会社ラ・パルレ 

                            代表者名 代表取締役会長 佐谷 聡太 

                           （コード番号 4357 大証ヘラクレス，S） 

                            問合せ先 経営企画室長 井上 淳一 

                           （電話：03－3254－9300） 

 

 

（訂正・数値データ訂正あり） 

平成 23 年３月期第１四半期決算短信〔日本基準〕（非連結）の一部訂正について 

 

 平成 23 年８月 12 日に発表いたしました「平成 23 年３月期第１四半期決算短信〔日本基準〕（非

連結）」の記載内容について、数値データを含む一部に訂正すべき事項がありましたので、下記のと

おり訂正いたします。 

 なお、訂正箇所には下線を付しております。 

 

記 

１．訂正箇所 

 

＜サマリー情報１ページ＞ 

（訂正前） 

1. 平成 23 年３月期第１四半期の業績（平成 22 年４月１日～平成 22 年６月 30 日） 

 （1）経営成績（累計） 

 売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

23年３月期第１四半期 655 99.9 △310 － △315 － △421 － 
22年３月期第１四半期 655 － △425 － △430 － △443 － 

 

 １株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

 円 銭 円 銭 

23年３月期第１四半期 △1,072 .11 －  
22年３月期第１四半期 △1,227 .65 －  

 

 （2）財政状態 

 総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

 百万円 百万円 ％ 円 銭 

23年３月期第１四半期 3,122 118 3.2 255 .32 
22年３月期 3,070 540 17.0 1,328 .43 

 （参考） 自己資本   23 年３月期第１四半期 100 百万円   22 年３月期 522 百万円 

 

 

jinoue01
財務会計基準機構



 

（訂正後） 

1. 平成 23 年３月期第１四半期の業績（平成 22 年４月１日～平成 22 年６月 30 日） 

 （1）経営成績（累計） 

 売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

23年３月期第１四半期 655 99.9 △310 － △315 － △475 － 
22年３月期第１四半期 655 － △425 － △430 － △443 － 

 

 １株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

 円 銭 円 銭 

23年３月期第１四半期 △1,209 .21 －  
22年３月期第１四半期 △1,227 .65 －  

 

 （2）財政状態 

 総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

 百万円 百万円 ％ 円 銭 

23年３月期第１四半期 3,086 64 1.5 118 .21 
22年３月期 3,070 540 17.0 1,328 .43 

 （参考） 自己資本   23 年３月期第１四半期 46 百万円   22 年３月期 522 百万円 

 

＜添付資料２ページ＞ 

（訂正前） 

1. 当四半期の業績等に関する定性的情報 

(1) 経営成績に関する定性的情報 

＜略＞ 

以上の結果、当第１四半期会計期間におきましては、売上高 655,578 千円、営業損失 310,914 千

円、経常損失 315,503 千円、四半期純損失 421,474 千円となりました。  

 

(2) 財政状態に関する定性的情報 

当第１四半期会計期間末の資産は、3,122,925 千円となり、前事業年度末に比較して 52,333 千円

増加いたしました。この主な要因は、前事業年度末に比較して現金及び預金が 75,832 千円減少し、

営業未収入金が 25,597 千円減少し、売掛金が 24,686 千円減少したこと及び商品が 39,222 千円増加

したことなどによるものです。 

当第１四半期会計期間末の負債は、3,004,216 千円となり、前事業年度末に比較して 474,202 千円

増加いたしました。この主な要因は、前事業年度末に比較して資産除去債務が 257,328 千円増加し、

短期借入金が 300,000 千円増加したことなどによるものです。 

当第１四半期会計期間末の純資産は、118,709 千円となり、前事業年度末に比較して 421,868 千円

減少いたしました。この主な要因は、前事業年度末に比較して利益剰余金が 421,475 千円減少し、

その他有価証券評価差額金が 395 千円減少したことによるものです。 

 

 

 



 

（訂正後） 

1. 当四半期の業績等に関する定性的情報 

(1) 経営成績に関する定性的情報 

＜略＞ 

以上の結果、当第１四半期会計期間におきましては、売上高 655,578 千円、営業損失 310,914 千

円、経常損失 315,503 千円、四半期純損失 475,372 千円となりました。  

 

(2) 財政状態に関する定性的情報 

当第１四半期会計期間末の資産は、3,086,516 千円となり、前事業年度末に比較し 15,924 千円増

加いたしました。この主な要因は、前事業年度末に比較して現金及び預金が 75,832 千円減少し、営

業未収入金が 25,597 千円減少し、売掛金が 24,686 千円減少したこと及び商品が 39,222 千円増加し

たことなどによるものです。 

当第１四半期会計期間末の負債は、3,021,705 千円となり、前事業年度末に比較して 491,691 千円

増加いたしました。この主な要因は、前事業年度末に比較して資産除去債務が 226,679 千円増加し、

短期借入金が 300,000 千円増加したことなどによるものです。 

当第１四半期会計期間末の純資産は、64,811 千円となり、前事業年度末に比較して 475,766 千円

減少いたしました。この主な要因は、前事業年度末に比較して利益剰余金が 475,373 千円減少し、

その他有価証券評価差額金が 395 千円減少したことによるものです。 

 

＜添付資料３ページ＞ 

（訂正前） 

2. その他の情報 

(2) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

＜略＞ 

これにより、営業損失及び経常損失は 2,829 千円増加し、税金等調整前四半期純損失は 94,227 千

円増加しております。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は 263,088 円で

あります。 

 

（訂正後） 

2. その他の情報 

(2) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

＜略＞ 

これにより、営業損失及び経常損失は 2,829 千円増加し、税金等調整前四半期純損失は 94,227 千

円増加しております。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は 226,679 千円

であります。 

 

 

 

 

 



 

＜添付資料４ページ＞ 

（訂正前） 

3. 四半期財務諸表 

 (1)四半期貸借対照表 

 

 

（訂正後） 

 

(単位：千円)

当第１四半期会計期間末
(平成22年６月30日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成22年３月31日)
資産の部

　＜略＞

　固定資産

　　有形固定資産

　　　建物 1,547,409 1,386,873

　　　　減価償却累計額 △639,617 △624,161

　　　　建物（純額） 907,792 762,712

　　　構築物 4,739 4,739

　　　　減価償却累計額 △1,818 △1,729

　　　　構築物（純額） 2,920 3,009

　　　工具、器具及び備品 529,309 526,087

　　　　減価償却累計額 △428,551 △421,088

　　　　工具、器具及び備品（純額） 100,758 104,998

　　　土地 283,000 283,000

　　　有形固定資産合計 1,294,471 1,153,720

　　無形固定資産 66,970 77,569

　　投資その他の資産

　　　投資有価証券 367,826 368,221

　　　差入保証金 591,072 590,734

　　　その他 118,875 118,955

　　　貸倒引当金 △31,084 △30,640

　　　投資その他の資産合計 1,046,689 1,047,272

　　固定資産合計 2,408,131 2,278,562

　資産合計 3,122,925 3,070,592

(単位：千円)

当第１四半期会計期間末
(平成22年６月30日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成22年３月31日)
資産の部

　＜略＞

　固定資産

　　有形固定資産

　　　建物 1,512,218 1,386,873

　　　　減価償却累計額 △640,835 △624,161

　　　　建物（純額） 871,383 762,712

　　　構築物 4,739 4,739

　　　　減価償却累計額 △1,818 △1,729

　　　　構築物（純額） 2,920 3,009

　　　工具、器具及び備品 529,309 526,087

　　　　減価償却累計額 △428,551 △421,088

　　　　工具、器具及び備品（純額） 100,758 104,998

　　　土地 283,000 283,000

　　　有形固定資産合計 1,258,062 1,153,720

　　無形固定資産 66,970 77,569

　　投資その他の資産

　　　投資有価証券 367,826 368,221

　　　差入保証金 591,072 590,734

　　　その他 118,875 118,955

　　　貸倒引当金 △31,084 △30,640

　　　投資その他の資産合計 1,046,689 1,047,272

　　固定資産合計 2,371,722 2,278,562

　資産合計 3,086,516 3,070,592



 

＜添付資料５ページ＞ 

（訂正前） 

 

 

（訂正後） 

 

 

 

 

 

(単位：千円)

当第１四半期会計期間末
(平成22年６月30日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成22年３月31日)
負債の部

　＜略＞

　固定負債

　　長期未払金 34,783 37,382

　　退職給付引当金 39,627 40,646

　　資産除去債務 257,328 -

　　その他 2,200 3,253

　　固定負債合計 333,939 81,282

　負債合計 3,004,216 2,530,014

純資産の部

　株主資本

　　資本金 3,226,311 3,226,311

　　資本剰余金 3,163,514 3,163,514

　　利益剰余金 △5,700,423 △5,278,948

　　自己株式 △587,749 △587,749

　　株主資本合計 101,652 523,126

　評価・換算差額等

　　その他有価証券評価差額金 △1,281 △886

　　評価・換算差額等合計 △1,281 △886

　新株予約権 18,337 18,337

　純資産合計 118,709 540,577

負債純資産合計 3,122,925 3,070,592

(単位：千円)

当第１四半期会計期間末
(平成22年６月30日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成22年３月31日)
負債の部

　＜略＞

　固定負債

　　長期未払金 34,783 37,382

　　退職給付引当金 39,627 40,646

　　資産除去債務 220,919 -

　　その他 56,098 3,253

　　固定負債合計 351,428 81,282

　負債合計 3,021,705 2,530,014

純資産の部

　株主資本

　　資本金 3,226,311 3,226,311

　　資本剰余金 3,163,514 3,163,514

　　利益剰余金 △5,754,321 △5,278,948

　　自己株式 △587,749 △587,749

　　株主資本合計 47,754 523,126

　評価・換算差額等

　　その他有価証券評価差額金 △1,281 △886

　　評価・換算差額等合計 △1,281 △886

　新株予約権 18,337 18,337

　純資産合計 64,811 540,577

負債純資産合計 3,086,516 3,070,592



 

＜添付資料６ページ＞ 

（訂正前） 

 (1)四半期損益計算書 

  【第１四半期累計期間】 

 

 

（訂正後） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(単位：千円)
前第１四半期累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年６月30日)

＜略＞

特別損失

　店舗閉鎖損失 8,230 4,883

　資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 - 91,398

　固定資産除却損 4,935 -

　特別損失合計 13,166 96,281

税引前四半期純損失（△） △443,755 △411,784

法人税、住民税及び事業税 9,900 9,689

過年度法人税等戻入額 △10,507 -

法人税等合計 △607 9,689

四半期純損失（△） △443,147 △421,474

(単位：千円)
前第１四半期累計期間

(自 平成21年４月１日

　至 平成21年６月30日)

当第１四半期累計期間

(自 平成22年４月１日

　至 平成22年６月30日)
＜略＞

特別損失

　店舗閉鎖損失 8,230 4,883

　資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 - 91,398

　固定資産除却損 4,935 -

　特別損失合計 13,166 96,281

税引前四半期純損失（△） △443,755 △411,784

法人税、住民税及び事業税 9,900 9,689

法人税等調整額 - 53,898

過年度法人税等戻入額 △10,507 -

法人税等合計 △607 63,587

四半期純損失（△） △443,147 △475,372



 

＜添付資料８ページ＞ 

（訂正前） 

 (4) 継続企業の前提に関する注記 

  当第１四半期会計期間（自 平成 22 年４月１日 至 平成 22 年６月 30 日） 

当社は、当第１四半期会計期間において、営業損失 310,914 千円及び四半期純損失 421,474 千

円を計上するとともに、営業活動によるキャッシュ・フローも 373,496 千円の大幅なマイナスと

なっており、依然として、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような状況が存在しており

ます。 

 

（訂正後） 

 (4) 継続企業の前提に関する注記 

  当第１四半期会計期間（自 平成 22 年４月１日 至 平成 22 年６月 30 日） 

当社は、当第１四半期会計期間において、営業損失 310,914 千円及び四半期純損失 475,372 千

円を計上するとともに、営業活動によるキャッシュ・フローも 373,496 千円の大幅なマイナスと

なっており、依然として、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような状況が存在しており

ます。 

以上 


